
ア
ッ
プ
し
、
過
去
最
高
額
を
記
録
し
ま
し

た
。し

か
し
、
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な

中
、
好
調
な
税
収
を
将
来
の
歳
入
変
動
に

活
か
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
基※

１

金
の
取
り
崩
し
を
や
め
、
市※

２

債

の
借
り
入
れ
を
縮
小
す
る
と
と
も
に
、
財※

３

政
調
整
基
金
を
約
17
億
円
積
み
立
て
ま
し

た
。平

成
19
年
度
は
、
歳
出
の
抑
制
と
併

せ
て
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
だ
１
年
と
い
え
ま
す
。

※
１
【
基
金
】
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て

い
る
資
金

※
２
【
市
債
】
市
が
施
設
や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る

た
め
に
、
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お

金
。
返
済
義
務
の
あ
る
借
金

※
３
【
財
政
調
整
基
金
】
年
度
ご
と
の
財
源
の
不
均

衡
を
調
整
す
る
基
金
。
収
入
に
余
裕
の
あ
る
年

に
積
み
立
て
、
不
足
す
る
年
に
取
り
崩
す
も
の

　

平
成
19
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
は
３
７
５
億
４
５
７
４
万
円

で
、前
年
度
に
比
べ
９
・
１
％
伸
び
て
い

ま
す
。そ
の
一
方
、歳
出
は
慎
重
な
財
政

運
営
で
経
費
の
節
減
に
努
め
、予
算
執
行

率
は
92
・
３
％
と
、前
年
度
に
比
べ
１
・
８

％
も
低
下
し
ま
し
た
。結
果
、実
質
収
支
額

（
繰
越
事
業
に
充
て
る
財
源
を
除
く
）は
23

億
９
６
７
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
歳
入
総
額
は
５
６
４
億
６
７
７
２
万

円（
前
年
比
１
０
５
・
７
％
）、歳
出
総
額

は
５
３
０
億
９
６
４
万
円（
同
１
０
６
・
９

％
）で
し
た
。

過
去
最
高
の
市
税
収
入

臨
海
企
業
に
支
え
ら
れ
た
法
人
市
民

税
の
伸
び
に
よ
り
、
市
税
収
入
は
前
年
度

に
比
べ
約
41
億
４
６
１
万
円
、
22
・
４
％

平成19年度

決算

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
健
全
財
政
」。

市
税
増
収
の
恵
み
を
、

将
来
へ
の
備
え
に
。
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